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月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 全会員ポール・ハリス・フェロー認証に向けて（ロータリー財団委員会担当）
納涼ビアパーティー（親睦活動委員会担当）

■ロータリーソング：「それでこロータリー」
■会員数　98名　（2019 年 7月 18日）

■ソングリーダー：柿田　英樹君

■ビジター　なし
■ゲスト　　なし
■ニコニコ献金
　西村　智久君・・・海事功労者表彰を受けました。海上保安友の会の新聞記事にも載りました。
　工藤　彦夫君・・・台灣・日本親善舞踏交流会無事終了しました。
　　　　　　　　　　ご協賛頂いた皆様ありがとうございます。
　柿田　英樹君・・・またまた、道新さんの片隅にお邪魔しました。
　市橋多佳丞君・・・本日、親睦活動委員会の初の担当事業です。よろしくお願い致します。

　今年度累計　65,000 円

会長の時間
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　　　　　　　　　　天方　智順会長　
皆さんこんばんは。今年度、最初の夜間例会というこ
とで、お忙しい中、多くのご参加をいただきありがと

うございます。
去る 14日に、わが
釧路ロータリ―ク
ラブが主催を務め、
台湾の舞踏団が来
て日本と交流舞踏
会がまなぼっとの
大ホールで開催さ

れ、行ってまいりました。本当にすごい台湾のチャン
ピンの中学生チームが来て素晴らしい舞踊をしてくだ
さって、本当に感銘を受けたところでございます。
それで、桃園市、桃の園と書いて桃園市の東興中学校
の校長をはじめ、教員の皆さんも多く見えられて、生
徒は 30人いらっしゃって、我がクラブ宛に感謝状を
いただいております。また、向こうは学校単位でバナー
があるのですね、バナーもいただきました。私たちは、
うちのクラブのバナーを用意するのを忘れて、急遽、

小船井さんと工藤さんが出してくださいまして本当に
ありがとうございました。
　そして、いろいろ調べて来るものだなと思って。そ
のとんしん中学校の女子中学生のお父さんが（ちょっ
と何とお読みするのか分からないです）英語読みする
と台湾のチュンリージャネノンというＥクラブのバ
ナーを娘さんに託してきていただいて、私もバナーを
お返しして、この怖い顔のおっさんと一緒に記念撮影
をさせていただきました。本当に台湾の人たちのホス
ピタリティと贈り物好きの習慣には毎回驚かされまし
た。会場を手伝ってくださいました杉浦さん、工藤さ
ん、木下さん、村上祐二君、本当にありがとうござい
ました。
　今日は夜間例会でございます。ひとつ言いたかった
のですが、６月の脇年度の最終例会の二次会の締めの
時でございます。だいぶお酒が入っていらっしゃった
のかもしれません。二次会の締めの挨拶の前に吉田潤
司さんがいらっしゃったので、吉田潤司さんに振った
ところ、だいぶお酔いになられて「次は、舟木だよな」
と仰いました。次は私です。

　今日、改めて言わせていただきます。忘れてくれな
くて、皆さん、今日もどうぞよろしくお願いします。

スポンサー　村上　祐二会員
　皆さま、こんばんは。本日ご入会されました須藤隆
昭さんでございますが、釧路市内で「あんずカンパ
ニー」という鍼灸院、はりのお店です。沖縄の宮古島
にも支店があって、忙しく釧路と宮古島を行ったり来
たりしているそうです。お歳は昭和34年６月生まれ、
60歳になります。ご家族は加代子様。ゴルフはしま
せん、麻雀もしません。趣味が旅行と読書となってお
ります。
　須藤さんはボランティア活動に率先して取り組んで
おりまして、東日本大震災の後に移動式の鍼灸院で、
キャンピングカーを改造して各地被災者の治療に回っ
ておられます。今現在もされているそうです。
私も以前、腰をすごく痛めて、仕事に支障が出るくら
いの痛さになったことがあって、須藤先生のところに
駆け込んで「腰が痛いのです」と言ったら、頭にはり
を打たれたのです。「頭も悪いのですけど、今日は腰
が悪いので来たのですが」。それでもジッとしていた
ら、ちゃんと治りました。そんな須藤先生ですので、
どうか皆さんよろしくお願いいたします。

株式会社あんずカンパニー
　　　代表取締役社長　須藤　隆昭様
　皆さん、こんばんは。ただいま紹介に与りました「あ
んずカンパニー」の須藤と申します。この度、村上さ

んと天方さんからお
声かけていただい
て、ロータリークラ
ブでお話は聞いてい
たことはあります
が、なにか敷居が高
いような、私ごとき
が特に釧路は歴史と

伝統のあるクラブで、入って良いものかがあったので
すが、せっかく声かけていただいて、先月で還暦を迎
えて 60歳になりましたので、今までにやったことな
いこと、入ったことないところに新たに挑戦して、新
しい出会いがあると嬉しいなと思って入らせてもらい
ました。
　昔の名前は杏園堂鍼灸院と言いますが、そこから始
まって 30年目になります。「あんずの種」という名
前に４年前に変わって、その時に宮古島に分院を出し
て、二つを約８名で今やっております
行ったり来たりするもので、元々、僕は先ほど言われ
たように旅行が好きなので自称・旅する鍼灸師という
ことで移動しながら動いております。

何かありましたら今後とも皆さまのお知恵をご拝借し
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

スポンサー　五明　正吉会員
　それでは、私から新入会員のご紹介をさせていただ
きます。お名前は森村好幸さん。昭和33年生まれで、
もう還暦過ぎていま
した。職業ですが、
釧路信用金庫理事長
ということで、前任
の佐藤禎一理事長の
後の理事長さんでご
ざいます。私も若い
頃からよく存じ上げ
ておりますが、とうとう登り詰めたなという気がして
おります。ご家族は奥様のゆうか様でございます。
「ゴルフはやる」ということで、私が知っている限り
は「好きで、ハンデも 12くらい」で、ちょうどゴル
フをナメ始める頃だなとお見受けいたします。麻雀は
しないですが、お酒は皆さんとお付き合いはできるよ
うでございますので、これからも仲良くしていただき
まして。
　信金さんは今まで出席率のいろいろありました。そ
の前任・前々任の理事長をずっと見てきているので、
少しは出席率が良くなると思います。皆さまどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

釧路信用金庫　理事長　森村　好幸様
　皆さん、こんばんは。ただいまご丁寧なご紹介をい
ただきました釧路信用金庫の森村でございます。先月
13日に総代会がございまして、前任の佐藤禎一から

私に交代となりまし
た。私で８代目の理
事長となります。山
本会長からプロパー
理事長となりまし
て、私で４代目とい
うことで、４代・４
代となるのでしょう

か。そういうことで責任の重大さを感じております。
総代会が 13日に終わって翌日から出張等がありまし
て、いろいろ関連の総会・信金・中金や信用金庫大会
などいろんなものがありまして、めまぐるしく１カ月
が過ぎ去ってしまって、顔なじみの方もたくさんい
らっしゃいますが、まともなご挨拶ができないまま、
この日に至ってしまったということで大変申し訳あり
ません。
　釧路ロータリークラブ、本当に歴史と伝統のあるこ
のクラブに入会することができまして本当に光栄でご
ざいます。前任の佐藤禎一理事長、非常に不良な会員

であったと聞いておりますが、引き継ぎ事項では「倍
は出ると言っとけ」という話で、その倍がどのくらい
の規模か私はよく分かりませんが、精一杯出席して行
きたいと思っております。どうぞよろしくお願いいた
します。

スポンサー　前田　秀幸会員
　本日、ご入会されました増田さんをご紹介したいと
思います。お名前は増田牧さんです。昭和 47年 12
月３日生まれ、現在 46歳です。ご職業は株式会社道

東製めんさんでござ
います。私は個人的
に弊社的に、先代の
お父様に大変お世話
になっております。
増田さんとは、うち
のメンバー吉田英一
君主催のお勉強会で

今年知り合って、非常に真面目で実直な方だなという
印象の社長でございます。
　ご家族は奥様とご長女、ご長男のお二人のお子様で
す。ゴルフ、麻雀は一切しない。お酒は大好きです。
趣味はフライフィッシングだそうです。釣り好きなメ
ンバーの方もたくさんいらっしゃると思いますので、
よろしくお願いいたします。
　もう一人の推薦者は杉村荘平君です。では、よろし
くお願いいたします。

株式会社道東製めん　
　　　　代表取締役　増田　　牧様
　ありがとうございます。ご紹介に与りました株式会
社道東製めんの増田と申します。私は先代の父から事
業を引き継いで今年で８年目。まだまだ新米の経営者
でございます。
　今、ご紹介いただいた前田さんとエーワンビルの吉
田さんから、この会のことをいろいろお伺いして素晴
らしい会だなと思いまして、歴史と伝統のあるこの会

に加えていただいた
ことを感謝申し上げ
ます。
今、その勉強会と
仰っていて、現在、
僕が主に学んでいる
のは国連のＳＤＧｓ
という持続可能な社

会ということ、主にそういったことを勉強しておりま
す。
　これから５Ｇだとか時代がすごく変革していく、世
の中が変わっていく、激動の 10年、20年が訪れる
と思います。その時に自分たちがどれだけ社会と関

わって、どれだけ社会に役に立てるかが事業の発展に
もつながって行くのかなと、学びながら最近考えると
ころがございます。
　この会をとおして、そういったことを先輩方から学
べたら嬉しいなと思っております。よろしくお願いい
たします。

　　　　　　　　　　天方　智順会長
　３名の皆さま、ご入会おめでとうございます。それ
ぞれに関わりがあるものかなと思っておりました。
須藤隆昭さん、配属委員会がクラブ広報・雑誌委員会
でございます。委員長の輝彦先生、今日いらっしゃっ
ていないですね。でも、輝彦先生と須藤さん中学が同
期とお聞きしていますので安心して委員会に出て来て
くださればと思います。
　森村さんは嵯峨記念育英会委員会でございます。担
当は小野寺委員長。今、道北の地に行っております。
どうぞよろしくお願いいたします。
　当会、ナユタの会というゴルフの会がございます。
先ほど五明会員のご挨拶にもありましたが、厳しさを
教えてくれる会でございます。どうかご参加をよろし
くお願いしたいと思います。
　増田さんは親睦活動委員会、今日の取り仕切りとい
うか、今日の設えをしている委員会でございます。若
いメンバーが多いので担当が市橋委員長、どうぞよろ
しくお願いしたいと思います。
増田さんのお兄さんと私は高校が同期で、お兄さんも
良く知っていて、本当にそっくりな弟さんかなと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。
３人の皆さんにお願いがございます。新入会員、せっ
かくですからお仕事もお忙しいかと思いますが、でき
るだけ出席していただければと思います。出席してい
ただかないと得るものも少なくなるのかなと思いま
す。会費ももったいないですので、今後とも何かとお
忙しいと思いますが、出席のほどよろしくお願いした
いと思います。ありがとうございます。

クラブ運営委員会　大委員長　土橋　賢一　会員
　皆さん、こんばんは。今日は新年度初めての夜間例
会ということで、市橋委員長はじめ親睦委員会の皆さ

んが幾度となく委員
会を開催して、今日
の準備を進めてくだ
さいました。いろい
ろと楽しい内容と
なっておりますの
で、皆さん時間の許
す限りたくさん楽し

んで親睦を深めていただきたいと思います。
それでは、納涼ビアパーティーの始まりです。

脇　　弘幸直前会長
　皆さん、こんばんは。いいですね「直前会長」、非
常に気持ちが軽くてノープランで登壇できるこの素晴
らしさ、いい感じだと思います。
本来であれば天方会長を指名されました邵パスト会長
がご挨拶に登壇されるところでございますが、本日、
残念ながら出席できないということで、私が繰り上げ
当選でご挨拶をさせ
ていただきます。ど
うぞよろしくお願い
いたします。
　まずは、今年度、
天方年度が力強くス
タートを切ったとい
うことでございま
す。これから今年度１年、地区大会もございます。そ
の他にもクラブの事業等々たくさんいろんな活動がご
ざいます。何とかこの１年、メンバーの皆さんのお力
をお借りしながら、天方会長を中心にしっかりとこの
１年を乗り切って行くことができればと思うところで
ございます。
同時に、ガバナー事務所からもお話ありましたように、
吉田ガバナー年度がスタートしました。先週７月 10
日から帯広ロータリークラブを皮切りに公式訪問をス
タートしてございます。私も村上君と２人で、帯広・
清水・富良野・帯広北と４クラブに同行させていただ
きました。どこのクラブも吉田ガバナーを非常に暖か
く迎えていただきまして、そして吉田ガバナーも非常
に分かりやすく、素晴らしい講話をされておりました。
まだまだ始まったばかりで道程は長いですけれども、
途中に地区大会という大きな事業がございます。そこ
に向かって青田実行委員長を中心に、しっかりとこの

素晴らしい地区大会にしていくことができればと思う
ところでございます。
本日は、天方年度が無事にスタートしたことをお祝い
しながら、皆さんとともに乾杯をしたいと思います。
ご起立の上、ご唱和をよろしくお願いいたします。
それでは、よろしいですか。天方年度が１年間無事に
いきますように

【歓談後、各委員会の紹介があり、天方会長に関する
問題としたゲームで楽しみました。】

後藤　公貴副会長
　本当に多くの皆さまの激励を天方丸の船出に対して
頂戴いたしましたこと、心より御礼を申し上げさせて
いただきたいと思います。
　本年度、船は船でも宇宙船での船出で送り出された
わけであります。例年と違って、吉田潤司ガバナーを
輩出するクラブとして、また、先ほど会長からもあり
ましたとおり、台湾との交流をさらに進めていかなけ
ればならない。そし
て、当たり前のよう
にクラブの事業、ま
た活動も運営もしっ
かりとやって行かな
ければならないと
いったところで、ま
さに宇宙・未知の世
界への船出ということです。
　大変多くの温かいお言葉をいただいた中ではありま
すが、身の引き締まる思いも同時にさせていただいて
いるところであります。各委員会の委員長、副委員長
の皆さまからも大変力強いお言葉をいただきました。
また、地区大会青田実行委員長より地区大会へ向けて
の熱い思いも聞かせていただいたところであります。
本当に一生懸命頑張っていかなければいけないという
思いとともに、これだけ心強いメンバーとともに一年
間活動できることを大変嬉しく思ったこの席でござい
ました。ぜひ、最後の最後まで今年１年間の活動、ま
た、これからの釧路ロータリークラブの活動発展に向
けて皆さまのお力をお貸しいただければと思っており
ます。
　それでは、三本で締めさせてさせていただきたいと
思っております。まずは、天方丸が無事船出をし、来
年６月末日の寄港に向けてしっかりと歩みを進めるこ
と。そして、吉田潤司ガバナーをしっかりとお支えす
るということ。そして、何よりも大事なのはその根幹

を成す皆さまの健康をしっかりと守るといったところ
であります。この三つに対して三本で締めさせて頂き
たいと思います。それでは、ご唱和をお願いいたしま
す。



新入会員紹介
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昭さんでございますが、釧路市内で「あんずカンパ
ニー」という鍼灸院、はりのお店です。沖縄の宮古島
にも支店があって、忙しく釧路と宮古島を行ったり来
たりしているそうです。お歳は昭和34年６月生まれ、
60歳になります。ご家族は加代子様。ゴルフはしま
せん、麻雀もしません。趣味が旅行と読書となってお
ります。
　須藤さんはボランティア活動に率先して取り組んで
おりまして、東日本大震災の後に移動式の鍼灸院で、
キャンピングカーを改造して各地被災者の治療に回っ
ておられます。今現在もされているそうです。
私も以前、腰をすごく痛めて、仕事に支障が出るくら
いの痛さになったことがあって、須藤先生のところに
駆け込んで「腰が痛いのです」と言ったら、頭にはり
を打たれたのです。「頭も悪いのですけど、今日は腰
が悪いので来たのですが」。それでもジッとしていた
ら、ちゃんと治りました。そんな須藤先生ですので、
どうか皆さんよろしくお願いいたします。

株式会社あんずカンパニー
　　　代表取締役社長　須藤　隆昭様
　皆さん、こんばんは。ただいま紹介に与りました「あ
んずカンパニー」の須藤と申します。この度、村上さ

んと天方さんからお
声かけていただい
て、ロータリークラ
ブでお話は聞いてい
たことはあります
が、なにか敷居が高
いような、私ごとき
が特に釧路は歴史と

伝統のあるクラブで、入って良いものかがあったので
すが、せっかく声かけていただいて、先月で還暦を迎
えて 60歳になりましたので、今までにやったことな
いこと、入ったことないところに新たに挑戦して、新
しい出会いがあると嬉しいなと思って入らせてもらい
ました。
　昔の名前は杏園堂鍼灸院と言いますが、そこから始
まって 30年目になります。「あんずの種」という名
前に４年前に変わって、その時に宮古島に分院を出し
て、二つを約８名で今やっております
行ったり来たりするもので、元々、僕は先ほど言われ
たように旅行が好きなので自称・旅する鍼灸師という
ことで移動しながら動いております。

何かありましたら今後とも皆さまのお知恵をご拝借し
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

スポンサー　五明　正吉会員
　それでは、私から新入会員のご紹介をさせていただ
きます。お名前は森村好幸さん。昭和33年生まれで、
もう還暦過ぎていま
した。職業ですが、
釧路信用金庫理事長
ということで、前任
の佐藤禎一理事長の
後の理事長さんでご
ざいます。私も若い
頃からよく存じ上げ
ておりますが、とうとう登り詰めたなという気がして
おります。ご家族は奥様のゆうか様でございます。
「ゴルフはやる」ということで、私が知っている限り
は「好きで、ハンデも 12くらい」で、ちょうどゴル
フをナメ始める頃だなとお見受けいたします。麻雀は
しないですが、お酒は皆さんとお付き合いはできるよ
うでございますので、これからも仲良くしていただき
まして。
　信金さんは今まで出席率のいろいろありました。そ
の前任・前々任の理事長をずっと見てきているので、
少しは出席率が良くなると思います。皆さまどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

釧路信用金庫　理事長　森村　好幸様
　皆さん、こんばんは。ただいまご丁寧なご紹介をい
ただきました釧路信用金庫の森村でございます。先月
13日に総代会がございまして、前任の佐藤禎一から

私に交代となりまし
た。私で８代目の理
事長となります。山
本会長からプロパー
理事長となりまし
て、私で４代目とい
うことで、４代・４
代となるのでしょう

か。そういうことで責任の重大さを感じております。
総代会が 13日に終わって翌日から出張等がありまし
て、いろいろ関連の総会・信金・中金や信用金庫大会
などいろんなものがありまして、めまぐるしく１カ月
が過ぎ去ってしまって、顔なじみの方もたくさんい
らっしゃいますが、まともなご挨拶ができないまま、
この日に至ってしまったということで大変申し訳あり
ません。
　釧路ロータリークラブ、本当に歴史と伝統のあるこ
のクラブに入会することができまして本当に光栄でご
ざいます。前任の佐藤禎一理事長、非常に不良な会員

であったと聞いておりますが、引き継ぎ事項では「倍
は出ると言っとけ」という話で、その倍がどのくらい
の規模か私はよく分かりませんが、精一杯出席して行
きたいと思っております。どうぞよろしくお願いいた
します。

スポンサー　前田　秀幸会員
　本日、ご入会されました増田さんをご紹介したいと
思います。お名前は増田牧さんです。昭和 47年 12
月３日生まれ、現在 46歳です。ご職業は株式会社道

東製めんさんでござ
います。私は個人的
に弊社的に、先代の
お父様に大変お世話
になっております。
増田さんとは、うち
のメンバー吉田英一
君主催のお勉強会で

今年知り合って、非常に真面目で実直な方だなという
印象の社長でございます。
　ご家族は奥様とご長女、ご長男のお二人のお子様で
す。ゴルフ、麻雀は一切しない。お酒は大好きです。
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ンバーの方もたくさんいらっしゃると思いますので、
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　もう一人の推薦者は杉村荘平君です。では、よろし
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株式会社道東製めん　
　　　　代表取締役　増田　　牧様
　ありがとうございます。ご紹介に与りました株式会
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　今、ご紹介いただいた前田さんとエーワンビルの吉
田さんから、この会のことをいろいろお伺いして素晴
らしい会だなと思いまして、歴史と伝統のあるこの会

に加えていただいた
ことを感謝申し上げ
ます。
今、その勉強会と
仰っていて、現在、
僕が主に学んでいる
のは国連のＳＤＧｓ
という持続可能な社

会ということ、主にそういったことを勉強しておりま
す。
　これから５Ｇだとか時代がすごく変革していく、世
の中が変わっていく、激動の 10年、20年が訪れる
と思います。その時に自分たちがどれだけ社会と関

わって、どれだけ社会に役に立てるかが事業の発展に
もつながって行くのかなと、学びながら最近考えると
ころがございます。
　この会をとおして、そういったことを先輩方から学
べたら嬉しいなと思っております。よろしくお願いい
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　　　　　　　　　　天方　智順会長
　３名の皆さま、ご入会おめでとうございます。それ
ぞれに関わりがあるものかなと思っておりました。
須藤隆昭さん、配属委員会がクラブ広報・雑誌委員会
でございます。委員長の輝彦先生、今日いらっしゃっ
ていないですね。でも、輝彦先生と須藤さん中学が同
期とお聞きしていますので安心して委員会に出て来て
くださればと思います。
　森村さんは嵯峨記念育英会委員会でございます。担
当は小野寺委員長。今、道北の地に行っております。
どうぞよろしくお願いいたします。
　当会、ナユタの会というゴルフの会がございます。
先ほど五明会員のご挨拶にもありましたが、厳しさを
教えてくれる会でございます。どうかご参加をよろし
くお願いしたいと思います。
　増田さんは親睦活動委員会、今日の取り仕切りとい
うか、今日の設えをしている委員会でございます。若
いメンバーが多いので担当が市橋委員長、どうぞよろ
しくお願いしたいと思います。
増田さんのお兄さんと私は高校が同期で、お兄さんも
良く知っていて、本当にそっくりな弟さんかなと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。
３人の皆さんにお願いがございます。新入会員、せっ
かくですからお仕事もお忙しいかと思いますが、でき
るだけ出席していただければと思います。出席してい
ただかないと得るものも少なくなるのかなと思いま
す。会費ももったいないですので、今後とも何かとお
忙しいと思いますが、出席のほどよろしくお願いした
いと思います。ありがとうございます。

クラブ運営委員会　大委員長　土橋　賢一　会員
　皆さん、こんばんは。今日は新年度初めての夜間例
会ということで、市橋委員長はじめ親睦委員会の皆さ

んが幾度となく委員
会を開催して、今日
の準備を進めてくだ
さいました。いろい
ろと楽しい内容と
なっておりますの
で、皆さん時間の許
す限りたくさん楽し

んで親睦を深めていただきたいと思います。
それでは、納涼ビアパーティーの始まりです。

脇　　弘幸直前会長
　皆さん、こんばんは。いいですね「直前会長」、非
常に気持ちが軽くてノープランで登壇できるこの素晴
らしさ、いい感じだと思います。
本来であれば天方会長を指名されました邵パスト会長
がご挨拶に登壇されるところでございますが、本日、
残念ながら出席できないということで、私が繰り上げ
当選でご挨拶をさせ
ていただきます。ど
うぞよろしくお願い
いたします。
　まずは、今年度、
天方年度が力強くス
タートを切ったとい
うことでございま
す。これから今年度１年、地区大会もございます。そ
の他にもクラブの事業等々たくさんいろんな活動がご
ざいます。何とかこの１年、メンバーの皆さんのお力
をお借りしながら、天方会長を中心にしっかりとこの
１年を乗り切って行くことができればと思うところで
ございます。
同時に、ガバナー事務所からもお話ありましたように、
吉田ガバナー年度がスタートしました。先週７月 10
日から帯広ロータリークラブを皮切りに公式訪問をス
タートしてございます。私も村上君と２人で、帯広・
清水・富良野・帯広北と４クラブに同行させていただ
きました。どこのクラブも吉田ガバナーを非常に暖か
く迎えていただきまして、そして吉田ガバナーも非常
に分かりやすく、素晴らしい講話をされておりました。
まだまだ始まったばかりで道程は長いですけれども、
途中に地区大会という大きな事業がございます。そこ
に向かって青田実行委員長を中心に、しっかりとこの

素晴らしい地区大会にしていくことができればと思う
ところでございます。
本日は、天方年度が無事にスタートしたことをお祝い
しながら、皆さんとともに乾杯をしたいと思います。
ご起立の上、ご唱和をよろしくお願いいたします。
それでは、よろしいですか。天方年度が１年間無事に
いきますように

【歓談後、各委員会の紹介があり、天方会長に関する
問題としたゲームで楽しみました。】

後藤　公貴副会長
　本当に多くの皆さまの激励を天方丸の船出に対して
頂戴いたしましたこと、心より御礼を申し上げさせて
いただきたいと思います。
　本年度、船は船でも宇宙船での船出で送り出された
わけであります。例年と違って、吉田潤司ガバナーを
輩出するクラブとして、また、先ほど会長からもあり
ましたとおり、台湾との交流をさらに進めていかなけ
ればならない。そし
て、当たり前のよう
にクラブの事業、ま
た活動も運営もしっ
かりとやって行かな
ければならないと
いったところで、ま
さに宇宙・未知の世
界への船出ということです。
　大変多くの温かいお言葉をいただいた中ではありま
すが、身の引き締まる思いも同時にさせていただいて
いるところであります。各委員会の委員長、副委員長
の皆さまからも大変力強いお言葉をいただきました。
また、地区大会青田実行委員長より地区大会へ向けて
の熱い思いも聞かせていただいたところであります。
本当に一生懸命頑張っていかなければいけないという
思いとともに、これだけ心強いメンバーとともに一年
間活動できることを大変嬉しく思ったこの席でござい
ました。ぜひ、最後の最後まで今年１年間の活動、ま
た、これからの釧路ロータリークラブの活動発展に向
けて皆さまのお力をお貸しいただければと思っており
ます。
　それでは、三本で締めさせてさせていただきたいと
思っております。まずは、天方丸が無事船出をし、来
年６月末日の寄港に向けてしっかりと歩みを進めるこ
と。そして、吉田潤司ガバナーをしっかりとお支えす
るということ。そして、何よりも大事なのはその根幹

を成す皆さまの健康をしっかりと守るといったところ
であります。この三つに対して三本で締めさせて頂き
たいと思います。それでは、ご唱和をお願いいたしま
す。
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歓迎の挨拶
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台湾の舞踏団が来
て日本と交流舞踏
会がまなぼっとの
大ホールで開催さ
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と仰いました。次は私です。

　今日、改めて言わせていただきます。忘れてくれな
くて、皆さん、今日もどうぞよろしくお願いします。
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　皆さま、こんばんは。本日ご入会されました須藤隆
昭さんでございますが、釧路市内で「あんずカンパ
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などいろんなものがありまして、めまぐるしく１カ月
が過ぎ去ってしまって、顔なじみの方もたくさんい
らっしゃいますが、まともなご挨拶ができないまま、
この日に至ってしまったということで大変申し訳あり
ません。
　釧路ロータリークラブ、本当に歴史と伝統のあるこ
のクラブに入会することができまして本当に光栄でご
ざいます。前任の佐藤禎一理事長、非常に不良な会員

であったと聞いておりますが、引き継ぎ事項では「倍
は出ると言っとけ」という話で、その倍がどのくらい
の規模か私はよく分かりませんが、精一杯出席して行
きたいと思っております。どうぞよろしくお願いいた
します。

スポンサー　前田　秀幸会員
　本日、ご入会されました増田さんをご紹介したいと
思います。お名前は増田牧さんです。昭和 47年 12
月３日生まれ、現在 46歳です。ご職業は株式会社道

東製めんさんでござ
います。私は個人的
に弊社的に、先代の
お父様に大変お世話
になっております。
増田さんとは、うち
のメンバー吉田英一
君主催のお勉強会で

今年知り合って、非常に真面目で実直な方だなという
印象の社長でございます。
　ご家族は奥様とご長女、ご長男のお二人のお子様で
す。ゴルフ、麻雀は一切しない。お酒は大好きです。
趣味はフライフィッシングだそうです。釣り好きなメ
ンバーの方もたくさんいらっしゃると思いますので、
よろしくお願いいたします。
　もう一人の推薦者は杉村荘平君です。では、よろし
くお願いいたします。

株式会社道東製めん　
　　　　代表取締役　増田　　牧様
　ありがとうございます。ご紹介に与りました株式会
社道東製めんの増田と申します。私は先代の父から事
業を引き継いで今年で８年目。まだまだ新米の経営者
でございます。
　今、ご紹介いただいた前田さんとエーワンビルの吉
田さんから、この会のことをいろいろお伺いして素晴
らしい会だなと思いまして、歴史と伝統のあるこの会

に加えていただいた
ことを感謝申し上げ
ます。
今、その勉強会と
仰っていて、現在、
僕が主に学んでいる
のは国連のＳＤＧｓ
という持続可能な社

会ということ、主にそういったことを勉強しておりま
す。
　これから５Ｇだとか時代がすごく変革していく、世
の中が変わっていく、激動の 10年、20年が訪れる
と思います。その時に自分たちがどれだけ社会と関

わって、どれだけ社会に役に立てるかが事業の発展に
もつながって行くのかなと、学びながら最近考えると
ころがございます。
　この会をとおして、そういったことを先輩方から学
べたら嬉しいなと思っております。よろしくお願いい
たします。

　　　　　　　　　　天方　智順会長
　３名の皆さま、ご入会おめでとうございます。それ
ぞれに関わりがあるものかなと思っておりました。
須藤隆昭さん、配属委員会がクラブ広報・雑誌委員会
でございます。委員長の輝彦先生、今日いらっしゃっ
ていないですね。でも、輝彦先生と須藤さん中学が同
期とお聞きしていますので安心して委員会に出て来て
くださればと思います。
　森村さんは嵯峨記念育英会委員会でございます。担
当は小野寺委員長。今、道北の地に行っております。
どうぞよろしくお願いいたします。
　当会、ナユタの会というゴルフの会がございます。
先ほど五明会員のご挨拶にもありましたが、厳しさを
教えてくれる会でございます。どうかご参加をよろし
くお願いしたいと思います。
　増田さんは親睦活動委員会、今日の取り仕切りとい
うか、今日の設えをしている委員会でございます。若
いメンバーが多いので担当が市橋委員長、どうぞよろ
しくお願いしたいと思います。
増田さんのお兄さんと私は高校が同期で、お兄さんも
良く知っていて、本当にそっくりな弟さんかなと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。
３人の皆さんにお願いがございます。新入会員、せっ
かくですからお仕事もお忙しいかと思いますが、でき
るだけ出席していただければと思います。出席してい
ただかないと得るものも少なくなるのかなと思いま
す。会費ももったいないですので、今後とも何かとお
忙しいと思いますが、出席のほどよろしくお願いした
いと思います。ありがとうございます。

クラブ運営委員会　大委員長　土橋　賢一　会員
　皆さん、こんばんは。今日は新年度初めての夜間例
会ということで、市橋委員長はじめ親睦委員会の皆さ

んが幾度となく委員
会を開催して、今日
の準備を進めてくだ
さいました。いろい
ろと楽しい内容と
なっておりますの
で、皆さん時間の許
す限りたくさん楽し

んで親睦を深めていただきたいと思います。
それでは、納涼ビアパーティーの始まりです。

脇　　弘幸直前会長
　皆さん、こんばんは。いいですね「直前会長」、非
常に気持ちが軽くてノープランで登壇できるこの素晴
らしさ、いい感じだと思います。
本来であれば天方会長を指名されました邵パスト会長
がご挨拶に登壇されるところでございますが、本日、
残念ながら出席できないということで、私が繰り上げ
当選でご挨拶をさせ
ていただきます。ど
うぞよろしくお願い
いたします。
　まずは、今年度、
天方年度が力強くス
タートを切ったとい
うことでございま
す。これから今年度１年、地区大会もございます。そ
の他にもクラブの事業等々たくさんいろんな活動がご
ざいます。何とかこの１年、メンバーの皆さんのお力
をお借りしながら、天方会長を中心にしっかりとこの
１年を乗り切って行くことができればと思うところで
ございます。
同時に、ガバナー事務所からもお話ありましたように、
吉田ガバナー年度がスタートしました。先週７月 10
日から帯広ロータリークラブを皮切りに公式訪問をス
タートしてございます。私も村上君と２人で、帯広・
清水・富良野・帯広北と４クラブに同行させていただ
きました。どこのクラブも吉田ガバナーを非常に暖か
く迎えていただきまして、そして吉田ガバナーも非常
に分かりやすく、素晴らしい講話をされておりました。
まだまだ始まったばかりで道程は長いですけれども、
途中に地区大会という大きな事業がございます。そこ
に向かって青田実行委員長を中心に、しっかりとこの

素晴らしい地区大会にしていくことができればと思う
ところでございます。
本日は、天方年度が無事にスタートしたことをお祝い
しながら、皆さんとともに乾杯をしたいと思います。
ご起立の上、ご唱和をよろしくお願いいたします。
それでは、よろしいですか。天方年度が１年間無事に
いきますように

【歓談後、各委員会の紹介があり、天方会長に関する
問題としたゲームで楽しみました。】

後藤　公貴副会長
　本当に多くの皆さまの激励を天方丸の船出に対して
頂戴いたしましたこと、心より御礼を申し上げさせて
いただきたいと思います。
　本年度、船は船でも宇宙船での船出で送り出された
わけであります。例年と違って、吉田潤司ガバナーを
輩出するクラブとして、また、先ほど会長からもあり
ましたとおり、台湾との交流をさらに進めていかなけ
ればならない。そし
て、当たり前のよう
にクラブの事業、ま
た活動も運営もしっ
かりとやって行かな
ければならないと
いったところで、ま
さに宇宙・未知の世
界への船出ということです。
　大変多くの温かいお言葉をいただいた中ではありま
すが、身の引き締まる思いも同時にさせていただいて
いるところであります。各委員会の委員長、副委員長
の皆さまからも大変力強いお言葉をいただきました。
また、地区大会青田実行委員長より地区大会へ向けて
の熱い思いも聞かせていただいたところであります。
本当に一生懸命頑張っていかなければいけないという
思いとともに、これだけ心強いメンバーとともに一年
間活動できることを大変嬉しく思ったこの席でござい
ました。ぜひ、最後の最後まで今年１年間の活動、ま
た、これからの釧路ロータリークラブの活動発展に向
けて皆さまのお力をお貸しいただければと思っており
ます。
　それでは、三本で締めさせてさせていただきたいと
思っております。まずは、天方丸が無事船出をし、来
年６月末日の寄港に向けてしっかりと歩みを進めるこ
と。そして、吉田潤司ガバナーをしっかりとお支えす
るということ。そして、何よりも大事なのはその根幹

を成す皆さまの健康をしっかりと守るといったところ
であります。この三つに対して三本で締めさせて頂き
たいと思います。それでは、ご唱和をお願いいたしま
す。
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　　　　　　　　　　天方　智順会長　
皆さんこんばんは。今年度、最初の夜間例会というこ
とで、お忙しい中、多くのご参加をいただきありがと

うございます。
去る 14日に、わが
釧路ロータリ―ク
ラブが主催を務め、
台湾の舞踏団が来
て日本と交流舞踏
会がまなぼっとの
大ホールで開催さ

れ、行ってまいりました。本当にすごい台湾のチャン
ピンの中学生チームが来て素晴らしい舞踊をしてくだ
さって、本当に感銘を受けたところでございます。
それで、桃園市、桃の園と書いて桃園市の東興中学校
の校長をはじめ、教員の皆さんも多く見えられて、生
徒は 30人いらっしゃって、我がクラブ宛に感謝状を
いただいております。また、向こうは学校単位でバナー
があるのですね、バナーもいただきました。私たちは、
うちのクラブのバナーを用意するのを忘れて、急遽、

小船井さんと工藤さんが出してくださいまして本当に
ありがとうございました。
　そして、いろいろ調べて来るものだなと思って。そ
のとんしん中学校の女子中学生のお父さんが（ちょっ
と何とお読みするのか分からないです）英語読みする
と台湾のチュンリージャネノンというＥクラブのバ
ナーを娘さんに託してきていただいて、私もバナーを
お返しして、この怖い顔のおっさんと一緒に記念撮影
をさせていただきました。本当に台湾の人たちのホス
ピタリティと贈り物好きの習慣には毎回驚かされまし
た。会場を手伝ってくださいました杉浦さん、工藤さ
ん、木下さん、村上祐二君、本当にありがとうござい
ました。
　今日は夜間例会でございます。ひとつ言いたかった
のですが、６月の脇年度の最終例会の二次会の締めの
時でございます。だいぶお酒が入っていらっしゃった
のかもしれません。二次会の締めの挨拶の前に吉田潤
司さんがいらっしゃったので、吉田潤司さんに振った
ところ、だいぶお酔いになられて「次は、舟木だよな」
と仰いました。次は私です。

　今日、改めて言わせていただきます。忘れてくれな
くて、皆さん、今日もどうぞよろしくお願いします。

スポンサー　村上　祐二会員
　皆さま、こんばんは。本日ご入会されました須藤隆
昭さんでございますが、釧路市内で「あんずカンパ
ニー」という鍼灸院、はりのお店です。沖縄の宮古島
にも支店があって、忙しく釧路と宮古島を行ったり来
たりしているそうです。お歳は昭和34年６月生まれ、
60歳になります。ご家族は加代子様。ゴルフはしま
せん、麻雀もしません。趣味が旅行と読書となってお
ります。
　須藤さんはボランティア活動に率先して取り組んで
おりまして、東日本大震災の後に移動式の鍼灸院で、
キャンピングカーを改造して各地被災者の治療に回っ
ておられます。今現在もされているそうです。
私も以前、腰をすごく痛めて、仕事に支障が出るくら
いの痛さになったことがあって、須藤先生のところに
駆け込んで「腰が痛いのです」と言ったら、頭にはり
を打たれたのです。「頭も悪いのですけど、今日は腰
が悪いので来たのですが」。それでもジッとしていた
ら、ちゃんと治りました。そんな須藤先生ですので、
どうか皆さんよろしくお願いいたします。

株式会社あんずカンパニー
　　　代表取締役社長　須藤　隆昭様
　皆さん、こんばんは。ただいま紹介に与りました「あ
んずカンパニー」の須藤と申します。この度、村上さ

んと天方さんからお
声かけていただい
て、ロータリークラ
ブでお話は聞いてい
たことはあります
が、なにか敷居が高
いような、私ごとき
が特に釧路は歴史と

伝統のあるクラブで、入って良いものかがあったので
すが、せっかく声かけていただいて、先月で還暦を迎
えて 60歳になりましたので、今までにやったことな
いこと、入ったことないところに新たに挑戦して、新
しい出会いがあると嬉しいなと思って入らせてもらい
ました。
　昔の名前は杏園堂鍼灸院と言いますが、そこから始
まって 30年目になります。「あんずの種」という名
前に４年前に変わって、その時に宮古島に分院を出し
て、二つを約８名で今やっております
行ったり来たりするもので、元々、僕は先ほど言われ
たように旅行が好きなので自称・旅する鍼灸師という
ことで移動しながら動いております。

何かありましたら今後とも皆さまのお知恵をご拝借し
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

スポンサー　五明　正吉会員
　それでは、私から新入会員のご紹介をさせていただ
きます。お名前は森村好幸さん。昭和33年生まれで、
もう還暦過ぎていま
した。職業ですが、
釧路信用金庫理事長
ということで、前任
の佐藤禎一理事長の
後の理事長さんでご
ざいます。私も若い
頃からよく存じ上げ
ておりますが、とうとう登り詰めたなという気がして
おります。ご家族は奥様のゆうか様でございます。
「ゴルフはやる」ということで、私が知っている限り
は「好きで、ハンデも 12くらい」で、ちょうどゴル
フをナメ始める頃だなとお見受けいたします。麻雀は
しないですが、お酒は皆さんとお付き合いはできるよ
うでございますので、これからも仲良くしていただき
まして。
　信金さんは今まで出席率のいろいろありました。そ
の前任・前々任の理事長をずっと見てきているので、
少しは出席率が良くなると思います。皆さまどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

釧路信用金庫　理事長　森村　好幸様
　皆さん、こんばんは。ただいまご丁寧なご紹介をい
ただきました釧路信用金庫の森村でございます。先月
13日に総代会がございまして、前任の佐藤禎一から

私に交代となりまし
た。私で８代目の理
事長となります。山
本会長からプロパー
理事長となりまし
て、私で４代目とい
うことで、４代・４
代となるのでしょう

か。そういうことで責任の重大さを感じております。
総代会が 13日に終わって翌日から出張等がありまし
て、いろいろ関連の総会・信金・中金や信用金庫大会
などいろんなものがありまして、めまぐるしく１カ月
が過ぎ去ってしまって、顔なじみの方もたくさんい
らっしゃいますが、まともなご挨拶ができないまま、
この日に至ってしまったということで大変申し訳あり
ません。
　釧路ロータリークラブ、本当に歴史と伝統のあるこ
のクラブに入会することができまして本当に光栄でご
ざいます。前任の佐藤禎一理事長、非常に不良な会員

であったと聞いておりますが、引き継ぎ事項では「倍
は出ると言っとけ」という話で、その倍がどのくらい
の規模か私はよく分かりませんが、精一杯出席して行
きたいと思っております。どうぞよろしくお願いいた
します。

スポンサー　前田　秀幸会員
　本日、ご入会されました増田さんをご紹介したいと
思います。お名前は増田牧さんです。昭和 47年 12
月３日生まれ、現在 46歳です。ご職業は株式会社道

東製めんさんでござ
います。私は個人的
に弊社的に、先代の
お父様に大変お世話
になっております。
増田さんとは、うち
のメンバー吉田英一
君主催のお勉強会で

今年知り合って、非常に真面目で実直な方だなという
印象の社長でございます。
　ご家族は奥様とご長女、ご長男のお二人のお子様で
す。ゴルフ、麻雀は一切しない。お酒は大好きです。
趣味はフライフィッシングだそうです。釣り好きなメ
ンバーの方もたくさんいらっしゃると思いますので、
よろしくお願いいたします。
　もう一人の推薦者は杉村荘平君です。では、よろし
くお願いいたします。

株式会社道東製めん　
　　　　代表取締役　増田　　牧様
　ありがとうございます。ご紹介に与りました株式会
社道東製めんの増田と申します。私は先代の父から事
業を引き継いで今年で８年目。まだまだ新米の経営者
でございます。
　今、ご紹介いただいた前田さんとエーワンビルの吉
田さんから、この会のことをいろいろお伺いして素晴
らしい会だなと思いまして、歴史と伝統のあるこの会

に加えていただいた
ことを感謝申し上げ
ます。
今、その勉強会と
仰っていて、現在、
僕が主に学んでいる
のは国連のＳＤＧｓ
という持続可能な社

会ということ、主にそういったことを勉強しておりま
す。
　これから５Ｇだとか時代がすごく変革していく、世
の中が変わっていく、激動の 10年、20年が訪れる
と思います。その時に自分たちがどれだけ社会と関

わって、どれだけ社会に役に立てるかが事業の発展に
もつながって行くのかなと、学びながら最近考えると
ころがございます。
　この会をとおして、そういったことを先輩方から学
べたら嬉しいなと思っております。よろしくお願いい
たします。

　　　　　　　　　　天方　智順会長
　３名の皆さま、ご入会おめでとうございます。それ
ぞれに関わりがあるものかなと思っておりました。
須藤隆昭さん、配属委員会がクラブ広報・雑誌委員会
でございます。委員長の輝彦先生、今日いらっしゃっ
ていないですね。でも、輝彦先生と須藤さん中学が同
期とお聞きしていますので安心して委員会に出て来て
くださればと思います。
　森村さんは嵯峨記念育英会委員会でございます。担
当は小野寺委員長。今、道北の地に行っております。
どうぞよろしくお願いいたします。
　当会、ナユタの会というゴルフの会がございます。
先ほど五明会員のご挨拶にもありましたが、厳しさを
教えてくれる会でございます。どうかご参加をよろし
くお願いしたいと思います。
　増田さんは親睦活動委員会、今日の取り仕切りとい
うか、今日の設えをしている委員会でございます。若
いメンバーが多いので担当が市橋委員長、どうぞよろ
しくお願いしたいと思います。
増田さんのお兄さんと私は高校が同期で、お兄さんも
良く知っていて、本当にそっくりな弟さんかなと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。
３人の皆さんにお願いがございます。新入会員、せっ
かくですからお仕事もお忙しいかと思いますが、でき
るだけ出席していただければと思います。出席してい
ただかないと得るものも少なくなるのかなと思いま
す。会費ももったいないですので、今後とも何かとお
忙しいと思いますが、出席のほどよろしくお願いした
いと思います。ありがとうございます。

クラブ運営委員会　大委員長　土橋　賢一　会員
　皆さん、こんばんは。今日は新年度初めての夜間例
会ということで、市橋委員長はじめ親睦委員会の皆さ

んが幾度となく委員
会を開催して、今日
の準備を進めてくだ
さいました。いろい
ろと楽しい内容と
なっておりますの
で、皆さん時間の許
す限りたくさん楽し

んで親睦を深めていただきたいと思います。
それでは、納涼ビアパーティーの始まりです。

脇　　弘幸直前会長
　皆さん、こんばんは。いいですね「直前会長」、非
常に気持ちが軽くてノープランで登壇できるこの素晴
らしさ、いい感じだと思います。
本来であれば天方会長を指名されました邵パスト会長
がご挨拶に登壇されるところでございますが、本日、
残念ながら出席できないということで、私が繰り上げ
当選でご挨拶をさせ
ていただきます。ど
うぞよろしくお願い
いたします。
　まずは、今年度、
天方年度が力強くス
タートを切ったとい
うことでございま
す。これから今年度１年、地区大会もございます。そ
の他にもクラブの事業等々たくさんいろんな活動がご
ざいます。何とかこの１年、メンバーの皆さんのお力
をお借りしながら、天方会長を中心にしっかりとこの
１年を乗り切って行くことができればと思うところで
ございます。
同時に、ガバナー事務所からもお話ありましたように、
吉田ガバナー年度がスタートしました。先週７月 10
日から帯広ロータリークラブを皮切りに公式訪問をス
タートしてございます。私も村上君と２人で、帯広・
清水・富良野・帯広北と４クラブに同行させていただ
きました。どこのクラブも吉田ガバナーを非常に暖か
く迎えていただきまして、そして吉田ガバナーも非常
に分かりやすく、素晴らしい講話をされておりました。
まだまだ始まったばかりで道程は長いですけれども、
途中に地区大会という大きな事業がございます。そこ
に向かって青田実行委員長を中心に、しっかりとこの

素晴らしい地区大会にしていくことができればと思う
ところでございます。
本日は、天方年度が無事にスタートしたことをお祝い
しながら、皆さんとともに乾杯をしたいと思います。
ご起立の上、ご唱和をよろしくお願いいたします。
それでは、よろしいですか。天方年度が１年間無事に
いきますように

【歓談後、各委員会の紹介があり、天方会長に関する
問題としたゲームで楽しみました。】

後藤　公貴副会長
　本当に多くの皆さまの激励を天方丸の船出に対して
頂戴いたしましたこと、心より御礼を申し上げさせて
いただきたいと思います。
　本年度、船は船でも宇宙船での船出で送り出された
わけであります。例年と違って、吉田潤司ガバナーを
輩出するクラブとして、また、先ほど会長からもあり
ましたとおり、台湾との交流をさらに進めていかなけ
ればならない。そし
て、当たり前のよう
にクラブの事業、ま
た活動も運営もしっ
かりとやって行かな
ければならないと
いったところで、ま
さに宇宙・未知の世
界への船出ということです。
　大変多くの温かいお言葉をいただいた中ではありま
すが、身の引き締まる思いも同時にさせていただいて
いるところであります。各委員会の委員長、副委員長
の皆さまからも大変力強いお言葉をいただきました。
また、地区大会青田実行委員長より地区大会へ向けて
の熱い思いも聞かせていただいたところであります。
本当に一生懸命頑張っていかなければいけないという
思いとともに、これだけ心強いメンバーとともに一年
間活動できることを大変嬉しく思ったこの席でござい
ました。ぜひ、最後の最後まで今年１年間の活動、ま
た、これからの釧路ロータリークラブの活動発展に向
けて皆さまのお力をお貸しいただければと思っており
ます。
　それでは、三本で締めさせてさせていただきたいと
思っております。まずは、天方丸が無事船出をし、来
年６月末日の寄港に向けてしっかりと歩みを進めるこ
と。そして、吉田潤司ガバナーをしっかりとお支えす
るということ。そして、何よりも大事なのはその根幹

を成す皆さまの健康をしっかりと守るといったところ
であります。この三つに対して三本で締めさせて頂き
たいと思います。それでは、ご唱和をお願いいたしま
す。
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